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各
宗
派
よ
り
二
十
騨
齢
名
の
顧
問
弁
護
士
が
出
席

明
照
会
館
会
議
室
で
開
催

　
三
月
三
十
一
日
午
後
二
時
か
ら
、
明
照
会
館
会
議

室
に
お
い
て
、
各
加
盟
宗
派
よ
り
二
十
一
人
の
顧
問

弁
護
士
の
出
席
の
下
、
第
一
回
顧
問
弁
護
士
連
絡
会

が
開
催
さ
れ
た
。
不
破
仁
理
事
長
の
挨
拶
の
後
、
矢

吹
輝
夫
氏
を
座
長
に
選
出
し
て
議
事
に
入
っ
た
。
自

己
紹
介
の
後
、
宗
教
法
人
法
の
一
部
改
正
に
よ
っ
て
、

昨
年
度
よ
り
義
務
づ
け
ら
れ
た
書
類
提
出
の
問
題
点

や
こ
の
法
律
が
信
教
の
自
由
を
保
障
す
る
憲
法
に
抵

触
し
な
い
か
及
び
派
生
す
る
問
題
と
対
処
方
法
、
更

に
情
報
公
開
法
と
の
関
連
等
に
つ
い
て
熱
心
な
討
論

が
交
わ
さ
れ
た
。

　
宗
教
法
人
法
に
つ
い
て
の
問
題
点
が
明
確
化
さ
れ

理
解
が
深
ま
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
出
席
者
か
ら
評
価

の
声
も
強
く
、
宗
教
法
人
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し

く
な
っ
て
行
く
折
か
ら
、
共
通
の
理
解
の
中
で
連
係

し
て
対
処
す
べ
き
事
柄
が
増
加
す
る
事
が
予
想
さ
れ

る
た
め
、
今
後
も
引
き
続
き
本
連
絡
会
を
通
じ
て
こ

れ
ら
の
諸
問
題
を
検
討
し
て
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。

（
内
容
詳
細
は
、
本
誌
六
月
号
に
掲
載
予
定
）

加
盟
宗
派
顧
問
弁
護
士
一
覧

原
秀
男
（
天
台
宗
）
・
竹
下
正
巳
（
天
台
宗
）
・
堤
中

良
則
（
和
国
）
・
角
源
三
（
和
宗
）
・
成
田
由
岐
子

（
和
議
）
・
八
代
紀
彦
（
和
宗
）
・
中
村
文
也
（
孝
道
教

団
）
・
竹
内
知
行
（
念
法
眞
教
）
・
本
井
巽
（
高
野
山

真
言
宗
）
・
田
中
義
信
（
高
野
山
真
言
宗
）
・
長
谷
川

正
浩
（
真
言
宗
智
山
派
）
・
宮
永
基
明
（
真
言
宗
智
山

派
）
・
横
溝
正
子
（
真
言
宗
智
山
派
）
・
熊
野
明
夫
（
真

言
宗
豊
山
派
）
・
岡
田
弘
隆
（
真
言
宗
豊
山
派
）
・
福

井
正
明
（
真
言
宗
豊
山
派
）
・
横
山
正
夫
（
新
義
真
言

宗
）
・
前
田
修
（
真
言
宗
須
磨
寺
派
）
・
安
武
敏
夫

（
東
寺
真
言
宗
）
・
別
城
信
太
郎
（
東
寺
真
言
宗
）
・
矢

吹
輝
夫
（
浄
土
宗
）
・
西
村
真
人
（
浄
土
宗
）
・
松
本
俊

正
（
浄
土
宗
西
山
禅
林
寺
派
）
・
森
川
清
一
（
浄
土
真

宗
本
願
寺
派
）
・
寺
内
清
視
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）

・
安
武
敏
夫
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）
・
松
本
健
男

（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）
・
藤
原
弘
道
（
浄
土
真
宗
本

願
寺
派
）
・
黒
田
修
一
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）
・
山

下
孝
之
（
真
宗
大
谷
派
）
・
松
枝
尚
哉
（
臨
済
宗
妙
心

寺
派
）
・
福
岡
宗
也
（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
）
・
立
野

造
（
臨
済
宗
南
禅
寺
派
）
・
三
宅
陽
（
臨
済
宗
建
長

寺
派
）
・
雨
宮
園
圃
（
曹
洞
宗
）
・
吉
田
賢
三
（
曹
洞

宗
）
・
村
瀬
尚
男
（
黄
彙
宗
）
・
永
倉
嘉
行
（
日
蓮
宗
）
・

長
谷
川
正
浩
（
日
蓮
宗
）
・
中
嶋
一
麿
（
法
華
宗
本
門

流
）
・
大
堀
昭
二
（
法
華
宗
陣
門
流
）
・
中
村
悟
（
華

厳
宗
）
・
本
多
久
美
子
（
華
厳
宗
）
（
敬
称
略
・
順
不
同
）
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第2回戒名（法名）問題研究会（3月29日野明照会館）

・
か
」

　
三
月
二
十
九
日
午
後
二
時
か
ら
、
明
照
会
館
会
議

室
に
お
い
て
、
第
二
回
戒
名
（
法
名
）
問
題
研
究
会

が
開
催
さ
れ
た
。

　
不
破
仁
理
事
長
の
挨
拶
の
後
、
荒
川
正
憲
座
長
の

進
行
の
下
で
熱
心
な
討
論
が
交
わ
さ
れ
た
。
前
回
と

併
せ
て
問
題
点
や
提
言
が
、
数
多
く
出
さ
れ
て
来
た

た
め
、
次
回
に
は
検
討
項
目
を
絞
っ
て
、
答
申
の
原

案
作
成
を
目
指
す
こ
と
に
な
っ
た
。

近
畿
府
県
仏
教
会

　
　
画
嚢
関
西
事
務
局

　
　
　
　
　
　
合
同
会
議
開
催

　
三
月
十
六
日
間
近
畿
府
県
仏
教
会
・
全
日
本
仏
教

会
関
西
事
務
局
合
同
会
議
が
京
都
で
開
催
さ
れ
た
。

　
全
日
本
仏
教
会
事
務
総
局
か
ら
蓮
清
典
事
務
総
長

と
野
生
司
祐
宏
総
務
部
長
が
、
全
日
本
仏
教
会
関
西

事
務
局
か
ら
は
北
島
経
昭
事
務
総
長
・
小
川
光
廣
組

織
部
長
・
高
山
芳
文
国
際
部
長
・
馬
場
修
任
文
化
部

長
・
渡
邉
信
壽
総
務
部
長
等
が
出
席
し
て
挨
拶
・
自

己
紹
介
の
後
、
活
発
な
情
報
・
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

地
元
近
畿
府
県
仏
教
会
を
代
表
し
て
、
滋
賀
県
仏
教

会
の
前
歯
良
憲
事
務
局
長
よ
り
近
畿
府
県
各
仏
教
会

の
活
動
状
況
・
問
題
点
等
に
つ
い
て
詳
細
な
説
明
が

行
わ
れ
論
議
さ
れ
、
理
解
が
深
ま
っ
た
。

．
華

全日本仏教会

無料法律相談室

　
全
日
本
仏
教
会
で
は
、
長
谷
川
正
浩
弁
護
士

に
よ
る
、
本
会
関
係
者
を
対
象
と
し
た
無
料
法

律
相
談
室
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
相
談
内
容
は
、
寺
院
運
営
を
め
ぐ
る
諸
問
題
、

税
務
、
一
般
民
事
等
、
ご
自
由
で
す
が
、
現
在
、

宗
教
法
人
法
の
改
定
に
伴
い
、
相
談
件
数
が
増

え
て
い
ま
す
。
相
談
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、

必
ず
電
話
で
予
約
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日
時

場
所

予
約

原
則
と
し
て
毎
月
第
二
・
第
四
木
曜
日

　
午
後
一
時
～

明
照
会
館

　
　
（
東
京
都
港
区
芝
公
園
四
－
七
－
四
）

全
日
本
仏
教
会
事
務
総
局

　
　
　
〇
三
－
三
四
三
七
－
九
二
七
五
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S
日
本
仏
教
会
ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会

　
一
九
九
八
年
八
月
一
日
発
行
の
全
仏
第
四
四
〇
号

に
て
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
以
後
の
状
況
に
つ
い

て
経
過
の
概
略
を
御
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
一
九
九
七
年
一
二
月
に
釈
尊
の
生
誕
地
ル
ン
ビ
ニ

ー
が
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
後
、

ネ
パ
ー
ル
王
国
に
お
い
て
、
マ
ヤ
堂
遺
跡
を
な
る
べ

く
多
く
の
人
に
見
せ
た
い
と
の
意
向
が
強
ま
り
、
ル

ン
ビ
ニ
ー
開
発
ト
ラ
ス
ト
は
遺
跡
の
露
呈
を
し
な
が

ら
の
マ
ヤ
堂
復
元
を
強
固
に
主
張
す
る
よ
う
に
な
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
全
日
本
仏
教
会
と
し
て
は
、
ル
ン
ビ
ニ
ー
の
厳
し

い
気
候
風
土
の
中
に
お
い
て
、
遺
跡
を
露
呈
し
た
状

態
で
の
マ
ヤ
堂
復
元
は
、
建
築
、
ま
た
将
来
の
維
持

管
理
に
関
し
て
も
、
大
変
困
難
な
こ
と
で
あ
る
ゆ
え
、

マ
ヤ
堂
修
復
計
画
協
定
書
（
ア
グ
リ
ー
メ
ン
ト
）
に

従
い
、
遺
跡
の
永
久
保
存
の
た
め
埋
め
戻
し
の
上
、

マ
ヤ
堂
を
復
元
す
る
こ
と
が
、
最
良
の
方
法
と
説
得

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
ル
ン
ビ
ニ
ー
開
発
ト
ラ
ス
ト
と
全
日
本
仏
教
会
の

世
界
仏
教
サ
ミ
ッ
ト
当
日
の
マ
ヤ
堂
遺
跡

主
張
が
平
行
線
を
た
ど
る
中
、
一
九
九
八
年
七
月
に

ル
ン
ビ
ニ
ー
開
発
ト
ラ
ス
ト
は
、
遺
跡
を
露
呈
し
て

の
マ
ヤ
堂
復
元
計
画
の
設
計
案
を
提
示
し
て
き
ま
し

た
。
　
こ
の
案
は
、
遺
跡
の
上
に
巨
大
な
三
三
を
か
け
、

そ
の
覆
屋
の
上
に
マ
ヤ
堂
を
復
元
す
る
と
い
う
大
規

模
な
計
画
で
し
た
。
ル
ン
ビ
ニ
ー
を
訪
ね
る
多
く
の

人
々
が
、
覆
屋
の
上
の
マ
ヤ
堂
へ
階
段
を
上
り
参
詣

し
た
後
、
覆
屋
の
中
に
設
け
ら
れ
た
歩
廊
を
巡
り
遺

跡
を
見
学
で
き
る
と
い
う
意
図
の
よ
う
で
し
た
。

　
全
日
本
仏
教
会
は
こ
の
設
計
案
に
対
し
、
南
北
二

十
ニ
五
三
ト
ル
・
東
西
二
十
六
メ
ー
ト
ル
と
い
う
巨

大
な
覆
屋
を
か
け
る
場
合
、
マ
ヤ
堂
の
外
周
に
支
柱

を
建
て
る
時
点
で
、
外
周
に
存
在
す
る
遺
跡
を
破
壊

し
て
し
ま
う
可
能
性
が
高
い
こ
と
、
ま
た
、
塩
分
の

多
い
土
壌
の
中
に
遺
跡
を
露
呈
す
る
こ
と
は
様
々
な

危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
指

摘
し
、
再
考
を
求
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
ル
ン
ビ
二
二
開
発
ト
ラ
ス
ト
は

全
日
本
仏
教
会
の
説
明
に
理
解
を
見
せ
る
こ
と
な
く
、

折
衝
は
停
滞
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
態
で
は
進

展
す
る
希
望
が
な
く
、
全
日
本
仏
教
会
は
一
九
九
八

年
＝
月
開
催
の
ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会
に
お
い
て
、

ル
ン
ビ
ニ
ー
開
発
ト
ラ
ス
ト
の
要
望
で
あ
る
遺
跡
の

露
呈
の
み
受
け
入
れ
る
決
定
を
い
た
し
ま
し
た
。
遺

跡
を
露
呈
す
る
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
、
マ
ヤ
堂
の

最
善
の
復
元
方
法
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た

一4一
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の
で
す
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
ネ
パ
ー
ル
政
府
は
一
九

九
八
年
一
二
月
一
日
・
二
日
に
ル
ン
ビ
ニ
ー
に
て
世

界
仏
教
徒
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
世
界
各
国

よ
り
の
四
百
余
名
の
代
表
者
・
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
数

万
人
の
周
辺
住
民
が
集
い
、
釈
尊
の
生
誕
地
ル
ン
ビ

ニ
ー
か
ら
世
界
の
平
和
と
発
展
を
祈
る
盛
大
な
セ
レ

モ
ニ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
期
間
中
、
全
日
本
仏
教
会
よ
り
派
遣
さ
れ
た

・
墾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轍

ネ
パ
ー
ル
・
ユ
ネ
ス
コ
関
係
者
と
会
談
す
る
全
仏
代
表
者

展
示
さ
れ
た
遺
跡
を
見
る
全
仏
代
表
者

川
井
匡
俊
ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会
委
員
長
・
川
島
宏
之

渉
外
担
当
委
員
・
派
遣
考
古
学
者
上
坂
悟
氏
・
櫻
井

英
幸
国
際
文
化
部
長
・
入
墨
智
彦
国
際
文
化
部
次
長
．

の
五
名
と
、
ネ
パ
ー
ル
王
国
の
コ
イ
ラ
ラ
首
相
・
カ

ド
カ
青
年
ス
ポ
ー
ツ
文
化
大
臣
・
ラ
マ
ル
ン
ビ
ニ
ー

開
発
ト
ラ
ス
ト
副
委
員
長
・
森
田
徳
忠
ネ
パ
ー
ル
王

国
大
蔵
省
顧
問
・
北
村
嘉
明
ユ
ネ
ス
コ
カ
ト
マ
ン
ズ

事
務
所
代
表
と
の
間
で
、
数
度
に
わ
た
り
マ
ヤ
堂
復

元
に
関
す
る
会
談
の
で
き
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
で

し
た
。

　
そ
の
会
談
の
中
で
、
全
日
本
仏
教
会
か
ら
ネ
パ
ー

ル
政
府
に
対
し
、
マ
ヤ
堂
復
元
の
た
め
の
技
術
検
討

委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
を
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
ネ
パ
ー
ル
政
府
・
ル
ン
ビ
ニ
ー
開
発
ト
ラ

ス
ト
・
考
古
局
・
ユ
ネ
ス
コ
・
全
日
本
仏
教
会
等
が

一
堂
に
会
し
、
マ
ヤ
堂
復
興
建
設
案
の
協
議
を
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
の
見
解
に
よ
る

も
の
で
す
。

　
現
在
は
、
本
年
五
月
以
降
に
こ
の
技
術
検
討
委
員

会
を
開
催
す
る
た
め
に
ネ
パ
ー
ル
政
府
・
ユ
ネ
ス
コ

と
連
絡
を
取
り
合
い
、
三
者
間
の
趣
意
並
び
に
日
程

の
調
整
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
以
上
、
現
在
ま
で
の
経
過
の
概
略
を
御
報
告
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
長
い
年
月
と
多
額
の
浄
財
に

よ
り
進
め
ら
れ
て
き
た
マ
ヤ
堂
復
興
事
業
へ
の
御
協

力
に
、
心
よ
り
深
謝
い
た
し
ま
す
と
共
に
、
大
変
御

心
配
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
こ
と
深
く
お
詫
び
申

し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
遠
方
の
地
で
あ
り
、
ま
た
国
民
性
の
全
く
違
う
ネ

　
　
　
　
つ
し

パ
ー
ル
王
国
に
て
、
日
本
の
仏
教
徒
が
一
丸
と
な
り

取
り
組
ん
で
き
た
釈
尊
へ
の
報
恩
大
事
業
で
あ
る
マ

ヤ
堂
復
興
事
業
の
完
了
ま
で
に
は
、
も
う
し
ば
ら
く

の
年
月
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。
何
卒
御
容
赦
い
た

だ
き
、
今
後
と
も
御
指
導
御
鞭
捷
の
程
、
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
合
掌

一5一
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講

熈き、た

ち

）

　
一
月
二
十
九
日
に
東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
行
わ

れ
た
新
年
懇
親
会
に
先
立
ち
、
「
今
日
た
だ
今
の

命
」
を
テ
ー
マ
に
曹
洞
宗
僧
侶
、
熈
林
一
道
（
ポ
ー

ル
・
牧
）
師
の
講
演
が
行
わ
れ
た
。
以
下
講
演
の
要

旨
を
ご
紹
介
す
る
。
　
　
　
　
（
文
責
　
社
会
部
）

　
　
　
※
　
　
　
　
　
※
　
　
　
　
　
※

　
私
は
寺
に
生
ま
れ
、
四
十
年
間
芸
人
と
し
て
生
き

て
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
あ
る
時
、
ど
う
し
て
も
僧
侶

に
な
り
た
い
と
い
う
揺
る
ぎ
な
い
思
い
の
た
め
、
伊

東
盛
熈
老
師
の
も
と
再
出
家
を
し
ま
し
た
。

　
最
初
に
老
師
か
ら
い
さ
め
ら
れ
た
の
は
、
「
基
本

は
守
れ
、
そ
し
て
そ
れ
を
ア
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
を
お

そ
れ
る
な
。
そ
し
て
、
基
本
が
形
骸
化
す
る
こ
と
を

し
て
は
な
ら
ん
。
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
僕
が
や
る
べ
き
こ
と
は
四
十
年
間
の
芸
人
と
し
て

の
生
活
、
生
き
方
、
表
現
方
法
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
、

そ
う
い
う
も
の
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
仏
道
と
い
う
も

の
を
よ
り
分
か
り
易
く
、
皆
様
に
お
伝
え
す
る
こ
と

で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
私
は
昭
和
十
六
年
、
北
海
道
の
小
さ
な
お
寺
に
生

ま
れ
ま
し
た
。
父
は
そ
の
と
き
、
六
十
六
歳
、
母
は

二
十
六
歳
で
、
年
齢
が
四
十
歳
も
離
れ
て
お
り
ま
し

た
。
ま
た
、
私
に
は
妹
が
二
人
お
り
、
下
の
妹
は
父

が
七
十
歳
の
時
に
誕
生
し
た
子
で
す
。

　
父
は
、
私
を
膝
に
だ
っ
こ
し
て
「
立
派
な
坊
さ
ん

と
い
う
の
は
、
お
経
を
た
く
さ
ん
知
っ
て
い
る
と
か
、

位
が
高
い
こ
と
で
は
な
い
そ
。
苦
し
み
や
悲
し
み
を

持
つ
人
た
ち
に
、
み
仏
の
尊
い
教
え
を
正
し
く
伝
え

る
こ
と
だ
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
人
た
ち
が

一
時
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
持
つ
こ
と
、
元
気
を
出
す
こ

と
、
そ
う
い
う
こ
と
の
お
手
伝
い
を
し
て
あ
げ
る
こ

と
。
お
ま
え
は
そ
う
い
う
坊
さ
ん
に
な
れ
よ
。
」
と

導
い
て
く
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
父
の
言
葉
と
い
う
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
劇
作

家
、
マ
ル
セ
ル
・
パ
ニ
ョ
ル
の
『
笑
い
に
つ
い
て
』

と
い
う
一
冊
の
本
の
中
に
見
事
に
具
現
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
「
喜
劇
役
者
と
は
、
工
場
か
ら
油
に
ま
み

れ
て
家
路
を
急
ぐ
人
た
ち
、
親
兄
弟
・
子
供
に
先
立

た
れ
た
人
た
ち
、
災
害
で
家
を
失
っ
た
人
た
ち
。
そ

う
い
う
人
た
ち
に
、
た
と
え
一
時
で
も
微
笑
み
と
安

ら
ぎ
を
与
え
て
あ
げ
ら
れ
る
も
の
。
そ
う
い
う
者
た

ち
の
こ
と
を
喜
劇
役
者
と
い
い
、
そ
う
呼
ば
れ
る
権

利
が
あ
る
。
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
言
葉
と
僧
侶
が
、
何
と
一
体
を
な
す
も
の
か
。

「
芸
禅
一
如
」
、
喜
劇
役
者
と
僧
侶
は
二
足
の
草
鮭

で
は
な
い
。
一
対
の
草
鮭
だ
。
こ
う
私
は
思
い
ま
す
。

　
私
の
母
は
障
害
者
で
し
た
。
父
と
母
が
四
十
歳
の

差
を
越
え
て
夫
婦
と
な
っ
た
の
は
、
母
が
重
度
の
障

害
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
僧
侶
で
あ
る
父
の
心
を
動

か
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
も
し
そ
う
な
ら

私
は
父
を
尊
敬
し
ま
す
。

　
そ
し
て
私
が
十
歳
の
時
に
父
は
遷
化
し
ま
し
た
。

残
さ
れ
た
の
は
、
母
と
、
私
と
妹
二
人
で
あ
り
ま
し

た
。　
貧
し
い
寺
で
す
。
檀
家
が
五
十
軒
位
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
も
父
が
遷
化
し
た
た
め
に
新
し
い
住
職

一
家
が
入
っ
て
き
て
、
私
た
ち
一
家
が
寺
を
出
よ
う

と
し
た
時
、
母
は
剃
髪
を
し
出
家
を
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
母
は
、
そ
の
時
、
「
母
さ
ん
は
お
ま
え
た

ち
の
母
で
は
な
く
て
、
み
仏
の
お
弟
子
の
末
端
に
座

り
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
お
ま
え
た
ち
が
力
を
合
わ
せ

一6一
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紙
林
一
道
（
ポ
ー
ル
・
牧
）
師

て
頑
張
ら
な
い
と
、
こ
の
お
寺
を
守
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
よ
。
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　
私
も
そ
の
時
剃
髪
、
得
度
し
、
五
里
六
里
の
山
道

を
吹
雪
の
中
、
山
間
の
た
っ
た
一
人
の
檀
家
さ
ん
の

た
め
に
お
経
を
あ
げ
に
行
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
学

校
へ
は
、
ほ
と
ん
ど
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
父
を
失
っ
た
寂
し
さ
、
そ
し
て
、
極
寒
の
地
、
北

海
道
の
さ
い
は
て
、
貧
し
さ
。
こ
の
三
重
苦
が
我
々

を
襲
い
ま
す
。
そ
ん
な
時
、
母
は
、
不
自
由
な
足
で

私
た
ち
の
前
で
わ
ざ
と
転
ん
で
、
「
お
ま
え
た
ち
笑

え
た
ね
。
良
か
っ
た
ね
。
こ
れ
か
ら
悲
し
い
こ
と
が

あ
っ
た
時
に
、
反
対
に
笑
う
ん
だ
よ
。
そ
う
し
た
ら
、

悲
し
い
こ
と
は
ど
こ
か
に
飛
ん
で
い
っ
て
し
ま
う

よ
。
」
と
言
っ
た
の
で
し
た
。

　
今
思
う
に
、
ど
う
し
て
あ
の
時
、
母
に
あ
り
が
と

う
と
い
っ
て
、
合
掌
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
の
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
以
後
私
は
、
様
々
な

こ
と
に
突
き
当
た
り
な
が
ら
、
私
な
り
の
悲
し
み
、

苦
し
み
を
乗
り
越
え
て
来
た
つ
も
り
で
あ
り
ま
す
。

　
道
元
禅
師
が
七
百
五
十
年
の
時
空
を
超
え
て
、

我
々
に
問
い
か
け
る
こ
と
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。
そ

れ
は
次
の
一
言
に
つ
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
「
に
こ
に
こ
面
で
、
一
つ
神
（
ひ
と
つ
か
み
）
」
こ

れ
は
、
い
つ
も
に
こ
に
こ
し
て
い
た
ら
幸
せ
を
ひ
と

つ
か
み
で
き
る
と
い
う
、
み
教
え
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
一
字
が
当
て
字
に
な
っ
て
い
ま
す
。
い

つ
も
に
こ
に
こ
し
て
い
な
さ
い
。
そ
う
す
る
と
神
さ

ま
が
近
づ
く
よ
。
こ
こ
で
い
う
神
と
は
、
「
カ
ミ
」

と
い
う
宇
宙
空
間
に
存
在
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
体
を
指

し
ま
す
。
い
つ
も
に
こ
に
こ
し
て
い
れ
ば
、
自
分
自

身
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
体
に
な
れ
る
と
理
解
す
る
こ
と
が
、

道
元
禅
師
の
み
心
に
沿
う
こ
と
だ
と
私
は
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、
我
ら
仏
道
を
歩
む
も
の
が
、
だ
れ
で
も
知

っ
て
い
る
慈
悲
と
い
う
こ
と
ば
が
あ
り
ま
す
。
釈
尊

は
慈
悲
を
説
い
た
わ
け
で
す
が
、
こ
の
「
慈
」
に
は

「
か
わ
い
そ
う
に
な
あ
」
と
ふ
り
が
な
を
ふ
れ
ま
す
。

で
は
、
何
が
か
わ
い
そ
う
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
た
と
え
ば
、
四
年
前
に
お
き
た
阪
神
淡
路
大
震
災
。

六
千
有
余
人
の
皆
さ
ん
が
紅
蓮
の
炎
の
中
で
尊
い
命

を
落
と
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
「
か
わ
い
そ
う
に
な

あ
」
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
ら
の
人
々
に
捧
げ
る
言

葉
で
あ
り
ま
す
。
被
災
地
か
ら
の
第
一
報
が
報
道
さ

れ
た
と
き
、
誰
一
人
残
ら
ず
「
か
わ
い
そ
う
に
な

あ
」
と
い
う
よ
う
に
思
わ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
で

は
、
「
悲
」
と
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
。

　
震
災
を
知
っ
た
と
き
、
「
自
分
の
住
ん
で
い
る
地

域
で
な
く
て
良
か
っ
た
。
」
「
う
ち
が
焼
け
出
さ
れ
な

く
て
良
か
っ
た
。
」
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
か
。

　
「
悲
」
と
い
う
言
葉
の
中
に
は
、
こ
れ
ら
の
悲
し

み
の
内
に
い
る
人
、
奈
落
の
底
で
も
だ
え
苦
し
む
人
、

そ
う
い
う
人
々
の
悲
し
み
に
共
感
し
、
共
有
す
る
こ

と
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
悲
」
が
あ
っ
て
こ

そ
慈
悲
と
い
う
言
葉
が
輝
く
と
、
釈
尊
は
指
し
示
し

て
お
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
釈
尊
の
慈
悲
と
い
う
こ
と
ば
を
よ
り
深
く
理
解
す

る
な
ら
ば
、
こ
の
「
悲
」
に
こ
そ
全
て
の
思
い
が
こ

め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
私
の
指
パ
ッ
チ
ン
で
す
が
、
自
分
の
中
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、
誰
か
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
し
た
い
。
と

い
う
こ
と
な
ん
で
す
。
そ
の
誰
か
と
は
、
自
分
が
芸

人
に
な
っ
た
時
か
ら
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
こ
と
で
す

が
、
悲
し
み
苦
し
む
人
た
ち
で
す
。

「
病
み
し
者
、
汝
ひ
と
り
に
あ
ら
ざ
る
を
。
」
と
い

う
こ
と
を
共
感
す
る
た
め
に
、
こ
ん
な
指
を
鳴
ら
す

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
皆
様
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
ら
と

て
も
う
れ
し
い
。
こ
ん
な
風
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
本
日
は
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一7一

唐　　　　　一♂＝吋，＝一巧
　「　　一　瓢7



幽、　　　　　　　　　　　　　　　A　　　　　　　　　　　　　　よ「　　　　　　　　　　　　－　㍗　　　　　　　　　　　一蔓　　　　　　　　　1ミ’　　　　　　　7　　　　ボ　　　「ρrL　κ冒　　弘
u　　　’ご’」サ　一

仏全1999年5月1日

マ
　
．

一
両
　
㌔
「

・
瞥
r

全
日
本
仏
教
会

　
仏
教
と
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
研
究
会
公
開
セ
ミ
ナ
ー

仏
教
と
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

◎
六
月
八
日
（
火
）

　
　
展
示
会
　
午
前
十
「
時
～
午
後
六
時

　
　
基
調
講
演
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
一
時
～
五
時

◎
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
京
都
（
入
場
無
料
）

◎
内
容

　
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
の
仏
教
界
へ
の
今
後
の
応
用

の
可
能
性
に
つ
い
て

　
基
調
講
演

　
　
小
栗
宏
次
氏
（
愛
知
県
立
大
学
教
授
）

　
加
盟
団
体
関
係
者
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
関
連
業
者
の
展
示

※
お
問
い
合
わ
せ

全
日
本
仏
教
会
事
務
総
局
社
会
部

　
電
話
〇
三
－
三
四
三
七
－
九
二
七
五

≡（

｣
9
務
《
局
謄
録
四
一
ミ

平
成
十
一
年
度
教
化
セ
ミ
ナ
ー

葬
儀
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
る

◎
六
月
三
十
臼
（
水
）
午
後
電
着
よ
り

◎
芝
・
増
上
壷
二
縁
ホ
ー
ル

◎
内
容
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
パ
ネ
リ
ス
ト
（
順
不
同
）

　
　
奈
良
康
明
師
（
駒
沢
大
学
教
授
）

　
　
大
村
英
昭
師
（
大
阪
大
学
教
授
）

　
　
村
上
輿
匡
氏
（
東
京
大
学
助
手
）

※
お
問
い
合
わ
せ

全
日
本
仏
教
会
事
務
総
局
社
会
部

　
電
話
〇
三
－
三
四
三
七
i
九
二
七
五

　
五
日

　
九
日

十
二
日

十
三
日

十
四
日

十
五
日

十
六
日

1
四
月
－

　
西
山
浄
土
宗
深
草
派
管
長
晋
山
式
出
席

　
法
律
相
談
室

　
局
内
会
議

　
日
露
連
監
査
会

　
同
和
委
員
会

　
高
野
山
真
言
宗
管
長
晋
山
式
出
席

　
日
宗
連
理
事
会
・
参
議
会

　
白
川
良
純
元
理
事
長
本
葬
儀
参
列

一
九
九
九
年
五
月
一
日
発
行

　
　
五
月
号
　
第
四
四
八
号

二
十
一
日
　
法
律
相
談
室

二
十
三
日
　
同
宗
連
総
会
出
席

二
十
八
日
　
局
内
会
議

奥
田
行
朗
師
（
全
書
元
評
議
員
）

二
月
四
日
遷
化
　
八
十
七
歳

黄
奨
宗
前
管
長

白
川
良
純
師
（
全
釜
元
理
事
長
）

四
月
九
日
遷
化
　
八
十
五
歳

真
宗
大
谷
派
元
宗
務
顧
問

発
行
人
　
蓮

仏
旗
・
バ
ッ
チ

　
　
頒
布
御
案
内

大
仏
旗
　
た
て
一
四
〇
㎝
×
よ
こ
二
一
〇
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
、
O
O
O
円

中
仏
旗
　
た
て
九
〇
㎝
×
よ
こ
＝
二
五
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
、
O
O
O
円

小
仏
旗
　
た
て
七
〇
㎝
×
よ
こ
一
〇
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